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滴 翠 会 会 報
2022 第384号

社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

12 月号

　

令
和
四
年
度
福
祉
功
労
者
表
彰

　

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
に
勤
務
す
る
職
員

へ
の
表
彰
は
次
の
通
り
で
す
。

　
茨
城
県
知
事
表
彰

　
　

明
翠
苑　
　

鈴
木　

あ
ゆ
み

　
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
　

滴
翠
苑　
　

佐
藤　

貴
美
江

　
　

慈
翠
舘　
　

塩
畑　

有
希

　
　

明
翠
苑　
　

森
野　

智
子

　
全
国
救
護
施
設
協
議
会
二
十
年
表
彰

　
　

慈
翠
舘　
　

冨
田　

寛
子

　
滴
翠
会
永
年
勤
続
表
彰

　
　

十
五
年　
　

慈
翠
舘　

塩
畑　

有
希

　
　
　
　
　
　
　

明
翠
苑　

勝
島　

新
吾

　
　

二
十
五
年　

慈
翠
舘　

萱
場　

崇
麿

　
　
　
　
　
　
　

明
翠
苑　

松
田　

順
一

功 労 者 表 彰
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　

総
合
防
災
訓
練

　

十
二
月
八
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
滴
翠
苑
で
は
毎
月
避
難
訓
練
、
六

月
と
十
二
月
に
は
避
難
訓
練
、
消
防
署
と
の

通
報
訓
練
、
消
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
訓
練
は
、
夜
間
に
二
階
調
理
室
よ
り

出
火
し
た
と
い
う
設
定
で
行
わ
れ
ま
す
。
非

常
ベ
ル
が
鳴
り
響
く
と
利
用
者
の
皆
様
は
、

非
常
放
送
を
聞
き
、
防
災
頭
巾
、
マ
ス
ク
を

つ
け
、
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
避
難
し
ま
し
た
。

「
逃
げ
ろ
！
火
事
だ
！
」
と
声
を
掛
け
合
い

避
難
が
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
は
、
消
火
器
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
実
際
に
訓
練
用
消
火
器
を
使
っ
て
目

標
に
噴
射
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
訓
練
は
、
実
際
に
消
防
署
と
の

通
報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
と
て
も
有
意
義

な
も
の
で
す
。
防
災
意
識
を
高
め
て
安
心
安

全
な
生
活
を
守
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

新
任
職
員
紹
介

支
援
員　

益
子　

貴
子　

（
令
和
四
年
十
一
月
採
用
）

　

十
一
月
か
ら
滴
翠
苑
で
支
援
員
を
し
て
い

ま
す
益
子
で
す
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
く

こ
と
は
初
め
て
な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
す
る
の
か
色
々
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
先
輩
方
も
優
し
く
教
え
て
く
れ
て
良

い
環
境
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
毎

日
が
新
鮮
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

十
年
以
上
前
に
チ
ー
ム
を
作
り
、
毎
週
日
曜

日
、
小
学
校
の
体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
健
康
に
も
良
い

し
、
い
い
気
分
転
換
に
も
な
り
ま
す
の
で
続

け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

笑
顔
で
毎
日
過
ご
す
こ
と
、
笑
顔
で
人
と

接
す
る
こ
と
、
お
仕
事
は
楽
し
く
や
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

避 難 訓 練 の よ う す
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�
12
月
の
行
事

　

総
合
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　

12
月
８
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
13
日

　

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会　
　
　
　

12
月
22
日

　

年
末
の
辞　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
29
日

　

華　

道　

会

　

滴
翠
苑
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
文
化
会
活

動
と
し
て
先
生
の
指
導
の
も
と
華
道
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
様
々
な
季
節
の
お
花
が
届
き
、
四
季

を
感
じ
な
が
ら
花
を
生
け
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
毎
回
届
い
た
お
花

を
ど
の
よ
う
に
挿
そ
う
か
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

花
を
生
け
た
あ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
観
賞
し
合
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
作
品

を
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
出
る
の
で
大

変
興
味
深
い
で
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
文
化
祭
に
も
作
品
が
展
示

さ
れ
、
文
化
祭
に
彩
り
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
華
道
を
通
し
て
心
を
豊
か
に

日
々
の
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
素
敵
な
作
品
が
出
来
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

十
二
月
十
四
日
、
五
回
目
と
な
り
ま
す
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
た
。
何

名
か
副
反
応
で
発
熱
等
症
状
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
大
事
に
は
至
ら
ず
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン

の
た
め
、
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
と
比
較
し
て
重

症
化
・
感
染
・
発
症
を
予
防
す
る
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
八
波
が
本
格
化
す
る

と
騒
が
れ
て
い
ま
す
が
、
職
員
一
同
油
断
せ

ず
に
緊
張
感
を
持
っ
て
感
染
予
防
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

時
節
柄
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

華 　 道 　 会



滴　翠　会　会　報　　令和４年12月号 第384号

（4）

◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　

ク
リ
ス
マ
ス
・
忘
年
会

　

十
二
月
十
六
日
、
慈
翠
舘
に
て
ク
リ
ス
マ

ス
忘
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
最
後
の
大
き
な
行
事
と
い
う
事
と
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
つ
け
な
ど
で
ム
ー
ド
が

盛
り
上
が
り
、
午
前
中
の
準
備
の
時
間
か
ら

多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
作
業
ご
と
に
歌
や
ダ
ン
ス
、
ク
イ
ズ
な

ど
様
々
な
出
し
物
が
あ
り
、
皆
さ
ん
と
て
も

楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
幕
間
に
は
、

職
員
に
よ
る
歌
や
ク
イ
ズ
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
な
ど
披
露
さ
れ
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

昼
食
に
は
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
や
サ
ー
モ
ン

の
マ
リ
ネ
な
ど
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
堪

能
し
、
お
や
つ
に
は
苺
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ

と
紅
茶
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
満
足
と

の
事
で
し
た
。

　

寒
さ
厳
し
い
季
節
で
す
が
、
元
気
に
過
ご
し

て
楽
し
い
お
正
月
を
迎
え
て
頂
き
た
い
で
す
。

　

外
壁
掃
除

　

毎
年
十
一
月
半
ば
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、

外
作
業
班
の
利
用
者
さ
ん
の
手
を
借
り
て
、

慈
翠
舘
の
建
物
の
外
壁
を
高
圧
洗
浄
機
と
デ

ッ
キ
ブ
ラ
シ
・
た
わ
し
等
で
洗
浄
し
て
い
き

ま
す
。
冷
た
い
水
で
大
変
で
す
が
、
寒
さ
に

も
負
け
ず
、
皆
さ
ん
力
を
込
め
て
一
生
懸
命

に
外
壁
の
汚
れ
を
落
と
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
外
作
業
班
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
、
新

し
い
年
も
清
々
し
い
気
持
ち
で
迎
え
ら
れ
る

事
で
し
ょ
う
。

　

一
年
を
通
し
、
雨
風
、
暑
さ
寒
さ
を
凌
い

で
く
れ
た
建
物
も
、
今
年
で
四
十
四
年
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
様
が
安

心
・
安
全
に
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
し

っ
か
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
、
い
つ
ま
で
も

綺
麗
な
建
物
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

外
作
業
班
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
外
壁
掃

除
お
疲
れ
様
で
し
た
。

利 用 者 様 の ダ ン ス 披 露
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職
員
の
防
災
教
育

　

慈
翠
舘
で
は
月
に
一
度
昼
・
夜
想
定
の
避

難
訓
練
を
は
じ
め
、
非
常
食
の
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
を
行
い
利
用
者
様
と
一
緒
に
有
事
に

備
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
職
員
に
向
け
て
の
防
災
教
育
を
実

施
し
ま
し
た
。
火
災
が
起
き
た
際
に
作
動
す

る
火
災
通
報
装
置
に
つ
い
て
で
す
。
装
置
が

作
動
す
る
と
自
動
的
に
消
防
署
に
通
報
が
行

き
、
折
り
返
し
の
電
話
が
鳴
り
ま
す
。
そ
の

際
の
電
話
対
応
の
方
法
や
、
操
作
の
方
法
を

職
員
全
員
で
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
職
員

か
ら
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
に
消
防

署
と
の
連
絡
が
う
ま
く
い
く
か
心
配
だ
が
、

知
っ
て
お
く
事
で
落
ち
着
い
て
対
応
が
で
き

る
と
思
う
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
十

二
月
は
利
用
者
様
が
安
心
し
て
年
を
越
せ
る

よ
う
に
消
防
設
備
点
検
等
を
重
点
的
に
行
な

っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
便
り

　

慈
翠
館
で
は
、
看
護
師
指
導
の
下
、
誤
嚥

予
防
と
肺
炎
予
防
の
為
、
口
腔
体
操
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
又
、
運
動
不
足
の
解
消
に

と
、
軽
い
運
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
お
り
、
毎
日
一
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。
一
ブ
ロ
ッ
ク
は
十
五
・
六

人
で
す
。
口
腔
体
操
と
体
操
は
、
一
週
間
交

代
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

慈
翠
館
の
利
用
者
様
の
中
に
は
、
高
齢
の

方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
食
事
の
時

に
咳
や
む
せ
て
い
る
方
、
又
、
歩
行
の
時
に

今
に
も
転
倒
し
そ
う
な
方
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
口
腔
体
操
や
体
操
を
す
る
事
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
が
で
き
て
、
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
過
ご
せ
る
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
、
自
分
で
食
事
や
歩
行
が
で

き
る
よ
う
に
、
自
発
的
に
運
動
を
行
っ
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
�
12
月
の
行
事

　

誕　

生　

会　
　
　
　
　
　
　

12
月
８
日

　

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会　
　
　
　

12
月
16
日

　

年　

末　

式　
　
　
　
　
　
　

12
月
29
日

防 災 設 備 操 作 勉 強 会
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

明
翠
苑
で
は
、
ご
利
用
者
様
と
職
員
を
対

象
に
し
た
五
回
目
と
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
、
十
二
月
二
日
か
ら
数
日
に
分

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
十
一
月
よ
り
職
員
は
、
茨
城
県
の

協
力
も
あ
り
抗
原
検
査
を
週
二
回
実
施
し
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
な
い
か
、

定
期
的
に
検
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

世
間
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
も
重
症
化
の
危
険
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

こ
と
や
「
予
防
疲
れ
」
と
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
予
防
に
対
す
る
意
識
が
低
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
感
染
し
た
場

合
の
危
険
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。
重
症
化
す

る
可
能
性
や
通
常
の
病
院
で
は
診
療
が
で
き

な
く
な
り
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

職
員
一
同
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
ご
利
用

者
様
に
感
染
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
緊
張

感
を
も
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鍋
の
日

　

十
一
月
十
六
日
明
翠
苑
で
は
昼
食
に
お
鍋

を
実
施
し
、
皆
さ
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
キ
ム
チ
餃
子
鍋
」
で
お
鍋
に
は
、

白
菜
・
豆
腐
・
豚
肉
・
長
ネ
ギ
・
え
の
き
た

け
・
餃
子
な
ど
た
く
さ
ん
の
具
材
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

明
翠
苑
で
は
、
そ
の
利
用
者
様
に
合
わ
せ

て
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、
調
理
員
が
工
夫
を

し
て
一
つ
一
つ
具
材
が
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
召
し
上
が
っ
て
頂
き
、
利

用
者
様
か
ら
は
「
美
味
し
い
」「
少
し
刺
激

が
あ
っ
て
、
体
が
温
ま
る
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
召
し
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

寒
い
日
だ
っ
た
の
で
、
キ
ム
チ
餃
子
鍋
を

食
べ
て
皆
さ
ん
温
ま
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
の
で
、
風

邪
な
ど
に
気
を
付
け
て
過
ご
し
て
行
き
ま
し

ょ
う
。

コ ロ ナ ワ ク チ ン 接 種
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明翠苑ニュース
（11月分）

面　会　　　　０件　延０名来苑
外　出　　　　０件　外泊０件
ショートステイ　４名　延71日利用

ふぁみりー通信

11月の出来事

11月１日　「座談会」を行いました。
　今月の予定を説明したり、利用者
　様からの要望などを伺ったりしま
　した。
11月５日　ふらんす亭喫茶が開かれ、
　好みの物を注文して召し上がりま
　した。一番人気は「栗ようかん」
　でした。
11月16日　「鍋の日」で昼食に、キ
　ムチ餃子鍋を召し上がって頂き、
　ました。皆さん「体が温まった」
　と話されていました。
11月22日　明翠苑の「図上訓練」を
　行い、職員のみで施設の防災担当
　者を中心に雪の日の対策を勉強し
　ました。これから寒くなるので注
　意していきたいと改めて感じました。
11月24日　お地蔵様の縁日でおやつ
　に甘酒を飲み、皆さんで縁日を祝
　いました。
11月30日　ふらんす亭食事を行い、
　かき揚げ丼セット・味噌ラーメン
　セット・肉じゃが定食の中から選
　んで召し上がって頂きました。一
　番人気は肉じゃが定食でした。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

総合防災訓練

　今回は、明翠苑の総合防災訓練に
ついて紹介したいと思います。
　明翠苑では、年に２回（６月と11
月）消防署立ち会いのもと総合防災
訓練が行われています（現在は、コ
ロナ感染症対策の為、消防署の立ち
会いは行なっておりません）。
　避難訓練では、明翠苑の防災担当
者を中心に、調理室や洗濯室などか
ら火災が発生したことを想定し、消
火器にて初期消火を行い、火災報知
機を押し、避難放送を行います。同
時に、ホットラインや職員の緊急連
絡網を使用して通報訓練も実施しま
す。
　職員の誘導のもと、利用者様を避
難場所へ素早く・安全に誘導します。
最後に人員の確認、報告を行い避難
訓練が終了します。
　その後、消火訓練も実施します。
実際に、消火器や屋内消火栓などを
使用して、火を消したりします。使
い方を覚えても、実際に使用してみ
ると、感覚も違い、うまく消火でき
ないものです。
　今後も、利用者の皆様が安心して
生活できるよう、日々の訓練を大事
にして、もしもの時に備えてまいり
ます。
　介護でお困りの方が、いらっしゃ
いましたら気軽にご連絡ください。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

翠　進　会
社会福祉法人滴翠会　退 職 職 員 後 援 会

滴翠会を退職された皆様の親睦と互助を進めます。

す
い

し
ん

か
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

12
月
21
日（
水
）
22
日（
木
）

12
月
８
日（
土
）

クリスマス忘年会
　21日22日の二日間に渡り、日
頃デイサービスセンター華翠会
舘をご利用して頂いているお礼
に、クリスマス忘年会を開催
し、皆様に楽しんで頂きまし
た。ビンゴゲームや、職員の余
興、会の最後にはクリスマスケ
ーキを召し上がって頂きまし
た。職員の余興に大笑いされ、
ケーキは甘くて美味しかったと
皆さん喜んでくれました。

利用者数　　　８名（男３名　女５名）
レクリエーション　洗濯物干しゲーム

　今日は洗濯物干しゲームを行
いました。上着やズボン・下着
や靴下など10点を、誰が一番早
く洗濯ピンチにきれいに干すこ
とが出来るか競いました。女性
の方は、久しぶりの家事仕事だ
と楽しみ、男性の方は慣れない
ながらも一生懸命に行っていま
した。

ク リ ス マ ス の 集 い
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　

固
い
絆　

無
形
の
ち
か
ら

　
「
繋
が
る
お
も
い
。」

　

今
年
は
三
年
ぶ
り
に
石
岡
の
お
祭
り（
常

陸
國
總
社
宮
例
大
祭
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
自
身
は
、
市
外
で
生
活
し
て
い
て
こ
の
お

祭
り
に
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、

石
岡
の
象
徴
的
行
事
の
再
開
に
勇
気
を
頂
い

た
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

石
岡
は
律
令
時
代
に
常
陸
國
国
府
が
置
か

れ
、
幕
藩
体
制
時
に
は
水
戸
徳
川
家
の
御
連

枝（
ご
れ
ん
し
）常
陸
府
中
藩
が
成
立
す
る
等
、

古
く
か
ら
こ
の
地
域
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
都
市
で
す
。
明
治
時
代
に
は
米

雑
穀
・
清
酒
・
醤
油
等
の
取
引
高
が
県
内
有

数
と
な
り
県
内
最
大
級
の
商
都
と
し
て
活
況

を
呈
し
経
済
的
に
も
中
核
を
担
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。
昭
和
期
に
は
交
通
網
が
発
展
し
首

都
圏
と
の
交
流
も
活
発
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
、
八
郷
町
と
合
併
。
鹿
島
鉄
道

路
線
を
バ
ス
専
用
路
線
化
す
る
な
ど
新
た
な

歩
み
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

　

石
岡
。
そ
れ
は
、
私
の
よ
う
な
山
間
部
の

田
園
地
帯
に
住
む
者
に
と
っ
て
は「
活
気
の

あ
る
明
る
い
ま
ち
」「
程
よ
く
身
近
で
程
よ

く
都
会
的
な
匂
い
の
す
る
」魅
力
的
な
ま
ち

で
し
た
。

　

昔
は
駅
を
出
る
と
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店

や
数
階
建
て
の
商
業
施
設
が
あ
り
、
駅
前
の

八
間
道
路
に
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
大
型
家

具
店
や
喫
茶
店
、
洋
菓
子
店
等
が
。
路
地
か

ら
金
丸
通
り
方
面
に
抜
け
る
と
お
好
み
焼
き

の
お
店
や
洋
服
店
が
あ
り
、
多
く
の
思
い
出

を
刻
ん
だ
ま
ち
。
現
在
で
も
趣
の
あ
る
お
蕎

麦
屋
さ
ん
や
履
物
店
、
理
容
店
等
が
建
物
を

守
り
、
往
時
の
賑
わ
い
の
様
子
を
今
に
伝
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
～
受
け
継
い
だ
も
の
を

大
切
に
守
り
続
け
る
～
。
こ
の
市
民
の
気
風

が
こ
の
ま
ち
に
魅
力
的
な
輝
き
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
気

風
が
あ
る
限
り
石
岡
の
ま
ち
は
、
石
岡
の
人

達
は
力
強
く
歩
み
を
続
け
て
い
く
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
お
祭
り
の
再
開
は
、
こ
の
市
民
の

人
達
の
生
き
様（
い
き
ざ
ま
）そ
の
も
の
。
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
決
し
て
諦
め
る
こ
と

な
く
、
陽
の
あ
た
る
刻
を
待
っ
て
歩
み
を
止

め
な
か
っ
た
人
々
の
思
い
の
結
晶
。
こ
の
思

い
、
こ
の
姿
こ
そ
石
岡
が
魅
力
的
た
る
所
以

（
ゆ
え
ん
）。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
山
車
・
神
輿
・
お

囃
子
な
ど
を
大
切
に
守
り
次
世
代
へ
と
繋
げ

て
い
く
こ
と
。
絶
や
さ
ぬ
こ
と
の
重
要
性
を

知
っ
て
い
る
人
達
に
し
か
成
し
え
な
い
偉
業
。

＊
石
岡
の
ひ
と
た
ち
の
心
意
気
、
後
ろ
姿
に

乾
杯
＊

　

今
年
一
年
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
本
当
に
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
が
皆
様
に
と
っ
て

幸
多
き
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。介

護
支
援
専
門
員　

岡
野　
　

貴
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今月のことば 86

足た

る
こ
と
を
　
知
ら
ざ
る
者
は

富と

む
と
い
え
ど
も
貧ま
ず

し

☆カリフラワーのポタージュ
　カリフラワーは白い見た目なので栄養があまりない様に思
われますがビタミンＣが多く含まれています。寒い日にポタ
ージュで暖まりましょう。

●材　料
　カリフラワー １房／じゃが芋 中１個／玉葱 中1/2個
　バター 10ｇ／コンソメキューブ ２個／牛乳 300㎖
　塩 小１杯弱／コショウ 少々

●作り方
① カリフラワーは洗って適当な大きさに切る。じゃが芋、玉葱
　 は皮をむきスライスする。
② 鍋にバターを入れて火にかけ、①の野菜を炒める。（こがさ
　 ないように注意）。ざっと炒めたらヒタヒタの水、コンソメ
　 を入れやわらかくなるまで煮る。
③ ②が冷めたらミキサーにかけなめらかにする。
④ 鍋に牛乳と③を入れ温める。塩・コショウで味をととのえる。
　 器に盛り、あればパセリのみじん切りをちらす。

明翠苑　管理栄養士　飯田　仁美

社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
宗 教 法 人 時 宗 華 園 寺
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい


